
価値創造プロセス
私たちは、地球そして自然の一員であることを常に意識し続けることで、地球環境の視点から真に必要なも
のを、お客様の企業価値向上に役立つ製品、サービスとして創り出し、子どもたちが安心して暮らすことので
きる持続可能な社会の実現を目指し、事業活動を展開します。

OUTCOME
OUTPUT

事 業 　 　 　 活 動

INPUT

財務資本
●  総資産
  138億69百万円

●  自己資本比率
 44.8%

製造資本
●  全国生産拠点数
  22ヶ所

●  海外生産拠点数
  2ヶ所（連結子会社）

知的資本
●  特許保有件数
  3件 ※

人的資本
●  従業員数（臨時従業員含む）
  360人 ※

●  男女比率
  男性71.9％／女性28.1％ ※

社会・関連資本
●  全国木材資源リサイクル
 協会連合会、 東海木材資源
　リサイクル協会への加盟

●  産官学連携案件数
 4件 ※

自然資本
●  総エネルギー投入量
  116,295GJ(発熱量)

●  原材料投入量
 555,718t

●  水資源投入量
   65,999㎥

マテリアリティ

世のため　人のため
地球のため　社員のため

持続可能な社会を創造します

価値創 造 　の基盤

財務
●  売上高
  100億7百万円

●  営業利益
 11億74百万円

●  経常利益
 11億74百万円

世のため

社会
●  優良産廃処理業者認定
　の取得件数
  9件 ※

人のため
地域住民
●  地域貢献活動
　(地域清掃等)の実施

●  災害廃棄物の受け入れ

従業員
●  女性管理職比率
  5.3% ※

●  月平均残業時間
  17時間 ※

社員のため

地球のため
地球環境
●  廃棄物発生抑制量
 551,209t
（注）バイオマテリアル事業、
　  資源循環事業における
　  再資源化量

バイオマテリアル事業
●  木質廃棄物の再資源化

   ◆ 燃料チップ……446,488t
   ◆ 原料チップ……84,256t

●   バイオマス発電事業への参画

   ◆ CEPO半田バイオマス発電所
   ◆ 川崎バイオマス発電所

資源循環事業
●  最終処分量の削減
●  建設副産物の再資源化
   20,465t

Fuluhashi
Sustainable
Plan
2030

中期経営計画 売上高 140億円

ROE 15%超

営業利益 25億円
営業利益率 17％

配当性向 35％以上中期経営計画期間（2024年度～2029年度）において
当社グループが重視する定量目標を定めています。

図中の※は当社単体の数値です。

社員のため

●  労災・事故のない
   職場環境づくり
●  誰もが働きやすい職場づくり

地球のため

●  カーボンニュートラル社会の
   実現
●  資源循環社会の実現

人のため

●  地域社会の安心・安全の確保

世のため

●  法令遵守の徹底と
  公正・公平な経営の実践

コーポレート         ・ ガバナンス

FULUHASHI         Spirits
経営　　理念

バイオマテリアル
事業

資源循環事業

経営理念
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ビジネスの強みと独自性
独自のダブルインカム構造により、安定した収益基盤を確立するとともに、時代を先取りした事業展開を推
進。地球環境と社会の持続的な発展への貢献と、企業価値の向上を図っています。 ダブルインカムモデルにより、

安定した高収益を実現

　当社のバイオマテリアル事業は、木質廃棄物の処
理受託による収入と、再資源化した木材チップの販
売収入の両方を得るダブルインカムモデルを特長と
しています。
　原料を「購入する」のではなく「処理受託する」こと
で収益を生み出す構造であり、原材料価格の変動の
影響を受けにくく、安定した収益基盤と高い利益率
の実現につながっています。

Strong Point １Strong Point １ 「ダブルインカム」収益構造

ビジネスモデル

木質廃棄物をエネルギーへ転換し、
再資源化から発電までの
新たな市場を創出

　当社は木質廃棄物の再資源化にとどまらず、バイ
オマス発電事業への参画を通じて、資源をエネル
ギーとして活用する新たな市場を創出しています。
　発電事業者への燃料供給を担うことで、資源循環
と再生可能エネルギーの活用を推進し、事業領域を
拡大しています。
　このように、既存事業の枠を超えて新たな価値を
生み出す取組みが、当社の中長期的な成長を支えて
います。

Strong Point 3Strong Point 3 時代を先取りした事業展開

木質再資源化事業を主力とする
唯一の上場企業として、国内最大級の
拠点網を活かした安定供給体制を構築

　当社は木質再資源化事業を主力とする唯一の上場
企業であり、国内最大級の工場・営業拠点網を有して
います。これにより、安定的な原料調達と製品供給体
制を構築するとともに、お客様との取引においても
信頼性の高いパートナーとして選ばれています。
　機動力と信用力を兼ね備えた事業基盤が、競争優
位性の源泉となっています。

Strong Point 2Strong Point 2 業界唯一の上場企業
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製造事業者
工事事業者
造園事業者 ハウスメーカー

製紙会社

建材メーカー

バイオマス発電所
ボイラ利用事業者

バイオマテリアル工場
（木材チップ製造）

資源循環工場
（選別作業）

マテリアル利用 サーマル利用

二次処理施設

再資源化 焼却・埋立

当社

ダブルダブル
インカムインカム

原料調達

解体材

木質
パレット

街路樹

紙パルプ
原料

木質繊維板
原料

バイオマス
燃料

● 解体事業者
● 製造事業者
● 工事事業者
● 造園事業者

● 製紙会社
● 建材メーカー
● バイオマス発電所
● ボイラ利用事業者

製品販売

処理売上

木質
廃棄物

木材
チップ

販売売上

再資源化率

100%

再生可能エネルギーの創出

川崎バイオマス発電所
● 発電出力
   約3万3千kW（発電端）
● CO2排出削減量
  年間約12万t

CEPO半田バイオマス発電所
● 発電出力
   約5万kW（発電端）
● CO2排出削減量
  年間約15万t

植　林

利　用

育　林

伐採・加工

エネルギー利用

再資源化
住　宅 物流資材

木材チップ

CO2

解体材

紙パルプ原料チップ

木質繊維板原料チップ

燃料チップ

木質パレット 街路樹 建設副産物
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